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「気象拡散 の 解析 ・モ デ リ ン グ」分科会 ・パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　　　　「気象拡散研究の 展開軸 は ？一大気環境 対 策へ の 対 応 一」

世 話人 ：若松伸司 （国立環境研究所〉、吉門　洋 （資源環境技術総合研究所）

は じめ に

　 「気象拡散の解析 ・モ デ リン グ」分科会が 1999年度か ら新た に3年間の 活動をす る事に な っ た 。 本分科会

は 、大気環境研究の 主要な柱の 一つ である気象 ・拡散分野をめ ぐる新 しい 研究 の 展開、お よび大気環境改善

の た め の 対 策 ・行政等へ の それ ら研究の活用 につ い て、情報交換 ・研究交流その他の 連携の 場 をつ くる こ と

を 目 的 と し て い る 。

　現実の 大気環境は、すべ て気象 ・拡散の プ ロ セ ス を伴 っ て 自然や 人間 に影響を及 ぼ して お り、そ の 理 解の

た め に気象 ・
拡散の 視点 に よ る検討は欠か せ ない 。 こ れ を裏返せ ば 、 気象 ・拡散分野 の 研究 は他分野 と 有機

的 に結び つ い て発展する とい うこ とで あ り、例えば汚染物 質輸 送 の モ デ リ ン グ で は 気流 の 計 算の み ならず物

質の物理 ・化学特性をも詳細 に モ デ ル 化す る必要が ある 。 また、モ デ ル は 常 に 検証 を必要 とす る た め 、フ ィ

ー
ル ドで の実態把握が不可欠で あ り、その た め の 測定技術 が切 り離せ ない

。

　本分科会は こ れ ら諸分野の連携に よる大気環境の 動態把 握とい う観点か ら 、 多 くの 会員と、場合に よ っ て

は会員外の 参加者 をも招 き入れた交流 の場 として い きた い 。

「気象拡散の 解析 ・モ デ リ ン グ」分科会の 活動

　本分科会は こ れ まで 3年間実施 して来た 「モ デ リ ン グ ・動態解析」分科会 の 活動を基本的 に は引き継 ぐも

の で あ るが 、 以下の 様な意見を参考に新た な展開を模索 して い る 。

本分科会に か か わ る 社会背景と して 、　（1）．従来の対象に加えてV   成分や PM2 ．5等 の 動態解明とモ デ ル

構築 に 関す る要請が ある こ と、　 （2）環 境 ア セ ス の 仕組み の変化に伴 い 大気環境影響に 利用可能 なモ デ ル の

構築が必要 に な っ て い る こ と、等が挙げら れ 、地域 ・広域 モ デ ル の 新たな展開が必要とな っ て い る 。 また取

り扱 うテ ーマ や活動 ス タイル と して は、　（3）研 究の み な らず行政 ・規制 との 関係 を重視 し 、 広 い 分野 の 入

に参加 して もらえ る よう、親 しみ やすい もの に す る よう努力 した い
。

　モ デ ル は単に試験 的適用 に とどまらず、どの よ うな基準で検証 を行 い 、ど の ような 目 的 に利用 で きる か 、

の議論や 指針作 りが 求め られ て い る 。 こ の 様な背景をふ まえ、こ れ らの テ ーマ に か か わ る本分科会関係研 究

分野の 役割に重点を置き、 会員 の 声 も反映 しなが ら、各年度の 秋 の年会に同期 した交流集会、春の 交流集会

を開 く事を計画 して い る 。 なお 、 こ れ ら の交流集会で の 議論 を核 と して共通 の フ ィ
ー

ル ドで の 同時観測や モ

デ ル の相互比較等の協力が具体 化 して い くこ とが出来れば と考えて い る 。

　以上 の 様な活動を企画 ・実施する為に は 、単発的な研究交流 の み ならず経常的 な日常活動が必要 とな り、

そ の た め の 資金や組織に つ い て も考え て行か なけれ ばならない
。 また、得られた成果 を社会 に反映 させ て 行

く為の仕組み に 関する検討 も必 要 で あ る 。

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 趣 旨

　本年は初年度で あるため本分科会の今後 の 具体的な活動内容を協議する事を目的 として パ ネル デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン 「気象拡散研 究 の 展 開軸 は ？
一

大気環境対策へ の 対応 一」を行 う。

L 国環研 をと りま く最近の テ ーマ とそ の展開 に つ い て （若松伸司 ・国立環境研究所）

2．大気拡散モ デ ル の 利用 の 現状 と問題点、今後の 方向 （河野 仁 ・姫路工 業大学）

3，ヨ ーロ ッ パ に おけ る 最 近 の動向視察の 印象に つ い て （北田敏廣 ・豊橋技術科学大学）

の 話題提供を素材に 出来るだけ広 い 分野 に わた っ て の 自由なデ ィ ス カ ッ シ ョ ン を期待 した い
。
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